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国
際
連
合
憲
章
は
、
国
際
の
平
和
と
安
全

の
維
持
を
目
的
と
し
て
一
九
四
五
年
六
月
に

調
印
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
加

盟
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争

は
、
国
連
憲
章
の
精
神
を
無
視
し
て
続
け
ら

れ
て
い
る
。

　

国
家
の
主
導
者
に
よ
っ
て
ひ
と
た
び
戦
争

が
始
ま
る
と
、
こ
れ
に
抗
っ
て
一
部
の
国
民

が
、
反
戦
、
非
戦
の
行
動
を
起
こ
し
た
と
し

て
も
容
易
に
阻
止
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

戦
争
遂
行
の
世
論
は
、
国
民
の
潜
在
意
識

に
働
き
か
け
る
広
告
、
テ
レ
ビ
、
映
画
、
ラ

ジ
オ
な
ど
に
人
が
知
覚
で
き
な
い
よ
う
な
刺

激
で
繰
り
返
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
、
好
戦

的
に
洗
脳
す
る
。
北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、

台
湾
有
事
に
備
え
て
軍
備
の
増
強
、
軍
事
費

の
増
額
が
話
題
に
さ
れ
、
戦
争
の
不
可
避
性

を
や
む
を
え
な
い
こ
と
と
訴
え
て
く
る
。

　

自
分
の
国
を
守
る
の
は
当
然
で
、
攻
撃
さ

れ
な
い
よ
う
に
軍
備
が
必
要
で
、
攻
撃
さ
れ

る
前
に
反
撃
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
相
手
の

戦
力
以
上
の
戦
力
を
維
持
す
る
。
こ
の
よ
う

に
軍
備
が
拡
張
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
戦
争
回

避
の
懇
話
が
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
い

で
決
着
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
夥
し
い
死

者
と
破
壊
が
も
た
ら
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、「
こ
れ
は
平
和
の
た
め
の
戦

争
な
の
だ
。」と
言
わ
れ
て
も
、き
っ
ぱ
り「
戦

争
反
対
」
と
言
え
な
け
れ
ば
自
分
も
家
族
も

こ
の
国
も
守
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
我
が
国

に
は
そ
の
苦
い
体
験
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

上
田  

藤
市
郎

ひ
じ
り
の
声

国
体
論
。
第
三
は
中
江
藤
樹
で
あ
る
。
西

欧
哲
学
に
関
す
る
西
晋
一
郎
の
理
解
と
評

価
に
つ
い
て
は
小
生
は
門
外
漢
な
の
で
講

評
す
る
資
格
が
無
い
。
第
二
の
国
学
・
国

体
論
に
つ
い
て
は
、
資
料
整
理
が
未
完
な

の
で
今
は
発
言
を
控
え
た
い
。
第
三
の
中

江
藤
樹
に
つ
い
て
は
、
小
生
は
中
国
の
王

陽
明
・
陽
明
学
を
学
ん
で
き
た
の
で
、
そ

の
視
点
か
ら
、
少
し
く
考
え
る
と
こ
ろ
を

述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
西
晋
一
郎
の
本
領

は
實
は
第
二
の
国
学
・
国
体
論
に
あ
っ
た
。

国
学
・
国
体
論
が
国
策
と
し
て
最
も
喧
し

く
論
じ
ら
れ
た
の
は
昭
和
前
半
期
で
あ
っ

た
。文
部
省
数
学
局
が『
国
体
の
本
義
』『
臣

民
の
道
』
を
編
纂
し
、
そ
の
趣
旨
に
沿
う

出
版
物
を
洪
水
の
如
く
出
版
し
て
、
怒
濤

の
如
く
宣
伝
し
た
。こ
の
風
潮
の
な
か
で
、

西
晋
一
郎
が
力
説
し
た
国
体
論
・
国
学
は

こ
の
流
れ
を
先
取
り
し
た
も
の
と
し
て
時

運
の
寵ち
ょ
う
じ児
で
あ
っ
た
。こ
の
論
理
の
中
で
、

中
江
藤
樹
は
こ
と
の
ほ
か
高
く
評
価
さ
れ

た
。『
大
日
本
帝
国
憲
法
』
で
は
天
皇
一

人
の
み
が
主
権
を
持
ち
、
国
民
は
臣
下
で

あ
っ
た
。
西
晋
一
郎
は
臣
民
の
道
徳
倫
理

を
忠
孝
の
二
字
に
凝
縮
す
る
。
君（
天
皇
）

に
忠
に
、
親
に
孝
に
と
。
そ
し
て
忠
は
孝

を
基
盤
に
す
る
と
。
道
徳
倫
理
は
孝
に
立

脚
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
西
晋
一

郎
は
日
本
の
学
者
の
中
で
は
中
江
藤
樹
を

最
も
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

な
か
っ
た
。
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
に
お
会
い

し
て
、
西
晋
一
郎
先
生
に
関
心
が
あ
る
こ

と
を
告
げ
る
と
、
縄
田
先
生
は
、
旧
著
を

改
訂
増
補
し
た
原
稿
を
書
き
上
げ
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
。
小
生
は
そ
の
原
稿
の
ま

ま
に
し
て
お
く
の
は
勿
体
な
い
旨
を
述
べ

て
、
小
生
が
活
字
に
起
こ
し
て
出
版
す
る

こ
と
を
許
し
て
頂
い
た
。
そ
れ
が
、『
西

晋
一
郎
の
生
涯
と
思
想
』（
五
曜
書
房
。

二
〇
〇
三
年
）
で
あ
る
。
小
生
が
「
序
に

か
え
て
」
を
執
筆
し
た
所
以
で
あ
る
。
活

字
起
こ
し
を
し
な
が
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

西
晋
一
郎
の
哲
学
に
関
す
る
研
究
は
隈

元
忠
敬
著
『
西
晋
一
郎
の
哲
学
』（
平
成

七
年
。
渓
水
社
）
が
唯
一
か
。
最
近
、
山

内
廣
隆
著
『
昭
和
天
皇
を
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

受
諾
に
導
い
た
哲
学
者
西
晋
一
郎
、
昭
和

一
八
年
の
御
進
講
と
そ
の
周
辺
』（
ナ
カ

ニ
シ
ヤ
出
版
。
二
〇
一
七
年
）、
衛
藤
吉

則
著『
西
晋
一
郎
の
思
想
―
広
島
か
ら「
平

和
・
和
解
」
を
問
う
』（
広
島
大
学
出
版
会
。

二
〇
一
八
年
）
が
あ
る
。

　

西
晋
一
郎
は
哲
学
者
と
し
て
研
究
さ
れ

る
よ
り
は
、
西
晋
一
郎
の
箴し
ん
げ
ん言

・
処
世
訓

が
熱
心
に
読
ま
れ
て
い
る
。
森
信
三
、
木

南
卓
一
、
松
下
幸
之
助
、
稲
盛
和
夫
が
心

酔
者
に
よ
っ
て
熱
心
に
読
ま
れ
る
の
と
同

案
で
あ
る
。

　

西
晋
一
郎
の
業
績
は
三
部
門
に
分
か
れ

る
。
第
一
は
西
欧
哲
学
。
第
二
は
国
学
・

　

西
晋
一
郎
（
一

八
七
三
・
明
治
六

年
―
一
九
四
二
・

昭
和
一
八
年
）は
、

哲
学
者
と
し
て
、

生
前
は
西
田
幾
多

郎
と
並
び
称
さ
れ
た
巨
人
で
あ
っ
た
。
そ

の
有
様
は
、
門
人
知
友
が
、
西
晋
一
郎
の

人
と
学
問
を
語
っ
た
『
清
風
録
』『
續
清

風
録
』
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し

か
し
、
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
と
人
と
な
り

に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
書
は
『
西
田
幾
多

郎
全
集
』
と
し
て
刊
行
を
重
ね
、
そ
の
哲

学
に
つ
い
て
も
評
伝
に
つ
い
て
も
、
夥
し

い
数
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

西
晋
一
郎
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
作
が
全

集
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
全
く
無

か
っ
た
。
評
伝
・
哲
学
に
つ
い
て
略
述
し

た
縄
田
二
郎
先
生
の
『
西
晋
一
郎
先
生
の

生
涯
と
哲
学
』（
理
想
社
。
昭
和
二
八
年
）

が
唯
一
で
あ
っ
た
。
縄
田
二
郎
先
生
は
西

晋
一
郎
の
晩
年
の
弟
子
で
あ
る
。
小
生
が

広
島
大
学
に
赴
任
し
た
お
り
、
広
島
大
学

の
気
風
に
少
し
く
狎
れ
た
頃
に
、
先
生
の

お
宅
に
伺
っ
た
。
近
く
な
の
で
い
つ
で
も

お
会
い
で
き
る
と
暢
気
に
構
え
て
い
た
。

小
生
は
先
生
に
お
会
い
す
る
こ
と
は
で
き

西
晋
一
郎
と
中
江
藤
樹

（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
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生


